




















































































































































































































































































































































































2４ ４８ ７２ 9５ 
Fig.３.紫外線照射イネ葉中の9βH-pimara-7,15-diene-3β’6β,19-triolとモミラクトンＡ蓄積量の経時変化
８２ 
北総文化研究センター主催「研究会」の経過報告（その1o）
PA-300については、紫外線照射イネ葉400
gから抽出、精製を行い、１．９ｍｇの精製物を
得た。得られた精製物を用いて、ＮＭＲ、質量
分析などによる構造解析を行う予定である。
本報告は、近世における土地取引証文形式
の変遷とその要因を明らかにしたものであ
る。今回対象としたのは、下総国香取郡鏑木
村（現千葉県旭市）の平山家である。近世の
下総地域は、相給村の広範な分布にみられる
ように、支配が錯綜していた。
最初にみられたのは、永代売証文から売渡
証文への変化であった。これは近隣で発生し
た田畑永代売買禁令違反による処罰事件が契
機であったと考えられる。平山家は永代売証
文を廃し、また売渡証文から永代売の文言を
消すことで対応したが、事実上の永代売その
ものは継続した。
その後、幕府が質流を公認したことから、
法に合う形へと土地取引証文形式が変化し
た。すなわち、売渡形式から、質地を経た流
質地という形式の土地取引への移行である。
しかしそれは明治初期の永代売買解禁まで全
面的に継続した訳ではなかった。享保期に鏑
木村内から幕府領がなくなると、再び売渡証
文が登場した。同時期に流質地証文を装った
事実上の売渡証文も登場した。この証文は当
初、上代村での土地取引にみられた。やがて、
元文期に再び鏑木村内に幕府領が設定される
と､鏑木村内の売渡証文は､流質地証文を装っ
た事実上の売渡証文へと変化した。一方で、
一村幕府代官支配の万力村での土地移動は近
世中期以降、ほぼすべて質地を経た流質地と
いう幕府が公認した形式の土地取引証文で
あった。
甲州の土地取引証文を分析した神谷智氏
は、永代売禁令への対応策として土地の事実
上の取得者が、架空の1年季を設けた質地証
文や質地関係を経ない流質地証文を作成して
いたことを指摘している。本報告では、それ
６．主な質疑応答
(1)実験用イネのファイトアレキシンの生産
に紫外線照射を利用した理由はなぜか？
病原菌接種によるファイトアレキシン
の生産よりも紫外線照射によるファイト
アレキシンの生産がより簡便で簡単に
ファイトアレキシンを得ることができる
からである。
(2)イネファイトアレキシン研究と農薬研究
の関係について
抗生剤或は有機リン剤等の農薬の使用
は耐性菌の出現によりすでに問題になっ
ている。ファイトアレキシンの研究によ
りある種の化学物質をイネに吸収させた
場合、イネにファイトアレキシンを生成
させればそのイネはいもち病に抵抗'性を
獲得する、それによりいもち病を予防で
きる。また、減農薬農業から有機農業へ
の道を開くことになる。
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以外の対応策として、売渡証文の形式が用い
られていたことを明らかにした｡売渡証文は、
法令上処罰の対象になりうるというリスクを
抱えていたものの、請戻し慣行への対抗とい
う点で地主にはメリットもあったと考えられ
る。その際、知行主が誰か（幕領／旗本領）
によってリスクは変動する。本報告では、平
山家が、取引対象土地の知行主及び自身の知
行主の意向に配慮しながら土地取引証文形式
を使い分けていたことを示した。平山家の土
地取引証文形式の変遷に、複雑な知行形態と
いうこの地域の特殊性が反映していたことを
浮き彫りにできたと考える。
６．主な質疑応答
先行研究の具体的な内容、用語の使用、今
後の研究の発展等について多くの質問・意見
が出された。
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